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熊本県中部の木山変成岩類‐御船層群境界部から見出されたピクライト質玄武岩

Picrite basalt in the boundary unit between Kiyama metamorphic rocks and Mifune group,
Kumamoto prefecture, Southwest Japan
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中部九州基盤岩類の分布面積の大部分は阿蘇火砕流堆積物によって埋積されているが，火砕流堆積物の被覆を免れた
火山岩類から，Aso-1噴火前に活動したマグマの情報を得ることができる。今回，著者らは阿蘇火山南西部の後期白亜紀
御船層群と石炭紀～ペルム紀の木山変成岩類（苦鉄質片岩）との境界部に挟在する蛇紋岩（時代未詳）分布域から，ピ
クライト質玄武岩溶岩を見出した。中部九州では阿蘇火山などでみられる分化した玄武岩～安山岩の活動が主体であり，
未分化な玄武岩の産出報告はなかった。よって本溶岩の発見は，Aso-1噴火前の活動マグマに関する新たな地質学的・岩
石学的情報をもたらすと考えられる。ピクライト質玄武岩溶岩は蛇紋岩角礫（1 cm以下）を少量含んでいるため，定置
時に蛇紋岩中に貫入したと推定される。本溶岩は，かんらん石斑晶を 20 volume %以上含み，高いMgO (15 wt. %以上),
Ni (300 ppm以上), Cr (500 ppm以上)含有量と低い FeO∗/MgO比 (0.5以下)で特徴付けられる。本発表では，このピクラ
イト質玄武岩溶岩の分布，記載岩石学的特徴，全岩化学組成，K-Ar 年代値，放射起源同位体比を報告し，その成因につ
いて議論する。


